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リンス、昔は薄めて使っていた?

とあるラジオ番組で、50歳の女性

からの投稿で、昔は洗面器にお湯を

入れてリンスを溶かして脳天からか

ぶっていたが、いつ頃から薄めなく

なったのか、また今はリンス、コン

ディショナー、トリートメントとあ

るが、どう違うのかをを調べて欲し

いという依頼を解決しようという内

容でしたが、興味深かったので紹介

させていただきます。

現在、「リンス」は髪の毛の表面

を保護して静電気を抑えるもの、コ

ンディショナーは髪の毛の表面を保

護して髪の内部に栄養を少し与える

もの、トリートメントは髪の毛に栄

養を与えるものとなっています。シャ

ンプー後にトリートメントを付けて

洗い流し、その後にコンディショナー

かリンスのどちらかを付けて流すと

いう順番になるそうです。

リンスは1965年頃から一般家庭で

普及し始めましたが、大きな転換点

となったのが1970年に発売されたラ

イオンの『エメロンクリームリンス』。

「ちょっと後ろを向いてください」

のテレビCMが大きな話題となり、発

売1年で30%のシェアを獲得。家庭に

おけるリンスの地位が確立されまし

た。パッケージには「500ﾐﾘℓ洗面器4

分の1程度のぬるま湯にキャップ1杯

を溶かして髪にまんべんなくかけて

から軽くすすいでください」と書か

れていました。お湯に溶かさずに使

うリンスの普及は1975年、『花王メ

リットモイスチャーリンス』の発売

とヒットが契機となりました。当時

のパッケージには「適量を髪と地肌

に直接擦りこむようにして、あと軽

くすすいでください」と記載されて

いました。

リンスの歴史は日本の浴室設備の

変遷とシンクロしているようです。1

970年代初め、全国の風呂普及率が7

割を超えましたが、当時の浴室には

まだシャワー機能が付いていません

でした。1970年代中頃からシャワー

が普及したことにより、リンスを直

接髪に付けた方が手軽で便利という

ことで、現在の髪に直接塗るタイプ

になったようです。
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熱 処 理 条 件

SUS304を代表鋼種とするオース

テナイト系ステンレスの好ましい

熱処理条件は950～1,100℃、急冷

です（固溶化熱処理）。もし、650

℃前後で長時間加熱するか、溶接

熱が加わると鋭敏化組織となって

粒界腐食の原因となります。SUS43

0を代表鋼種とするフェライト系ス

テンレスの好ましい温度は780～85

0℃、急冷。500℃前後の長時間加

熱は粒界腐食の原因となり、475℃

前後で焼き戻しした場合は脆化現

象が発生します。マルテンサイト

系ステンレスの熱処理は主に焼き

入れ、焼き戻しになります。SUS40

3,410,420J2は950～1,050℃で焼き

入れ、630～750℃で焼き戻しをし

ます。また、SUS431は1000～1,050

℃で焼き入れをし、630～730℃で

焼き戻しをします。マルテンサイ

ト系では600℃前後で焼き戻しをす

ると引張強度785N/mm2程度の低強

度となり、粒界腐食あるいは粒界

応力腐食割れが発生しやすくなり

ます。


